
消化器内科 肝臓内科 

                                   三田英治 

 消化器科は、① 肝炎・肝癌診療、② 内視鏡治療、③ 消化器癌に対する化学療法を診療の 3 つ

の柱にしています。論文や学会発表も、この 3つの柱を中心に活動しています。 

 まず C 型肝炎および B 型肝炎に対する抗ウイルス療法ですが、その診療患者数が日本でも常に

トップクラスにランクされ、国内のみならず海外の学会・学術誌に情報発信してまいりました。本

年度も C型肝炎に対するペグインターフェロン・リバビリン併用療法の有効性、そして難治例に対

する治療の工夫を報告しました。特に血小板数低値例に対する腹腔鏡下摘脾術の効果を検証しまし

た。当科の B型肝炎に対する抗ウイルス剤（特に核酸アナログ）治療も国内で高い評価を受けてい

る領域です。核酸アナログ naïve 例に対するエンテカビル単独治療およびラミブジン耐性例に対す

るアデホビル併用療法では、国立病院機構の治療成績をとりまとめています。 

 内視鏡治療では、早期胃癌に対する粘膜下層剥離術（ESD）に力を入れ、診療レベルの向上をは

かってきました。適応拡大病変の検討や安全性の評価を発表しています。 

 消化器癌に対する化学療法も、論文や海外の学会で発表できるまでに成熟してきました。これか

ら最ものびる領域と思います。 

 上記のほかにも、臨床的に稀な症例や貴重な経験症例の報告をしています。特に症例報告は専修

医・研修医の初めての学会発表の場として、消化器科をあげて指導に力を入れています。今後も、

診療・教育とともに臨床研究の成果を国内外に発信してゆきたいと思います。 
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尾下正秀、金子晃、萩原秀紀、三田英治、永瀬寿彦、吉原治正、今井康陽、林英二朗、木曽真一、

考藤達哉、竹原徹郎、林紀夫：B型慢性肝疾患に対するラミブジン投与症例における肝発癌につい
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今井康陽、加藤道夫、法水淳、宮城琢也、木曽真一、考藤達哉、笠原彰紀、竹原徹郎、林紀夫：難

治性 C型肝炎に対する Peg-IFN/Ribavirin併用療法における HCV Core領域アミノ酸変異が治療後再

燃におよぼす影響について。第 46回日本肝臓学会総会、山形、2010年 6月 

 

小瀬嗣子、平松直樹、薬師神崇行、望月圭、山田晃、小川弘之、三田英治、桐山和雄、永瀬寿彦、

福井弘幸、鈴木都男、肱岡泰三、稲田正己、吉原治正、今井康陽、法水淳、宮城琢也、吉田雄一、

石田永、巽智秀、木曽真一、考藤達哉、笠原彰紀、竹原徹郎、林紀夫：Real time PCR 法を用いた

HCV-RNA測定系における C 型肝炎に対する Peg-IFN/RBV併用療法の治療効果予測。第 46回日本
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巽智秀、木曽真一、考藤達哉、笠原彰紀、竹原徹郎、林紀夫：Peg-IFN/Ribavirin 併用療法の肝発癌
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原徹郎、林紀夫：肝細胞癌治療後 C型肝炎に対する Peg-IFN/Ribavirin併用療法の治療効果と肝癌再
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末村茂樹、葛下典由、伊藤麻里、荒木学、吉岡千晶、大田真紀代、末吉由佳、長谷川裕子、森田香

織、太田高志、由雄敏之、中水流正一、外山隆、結城暢一、三田英治：HBV/HIV 重複感染例にお

けるラミブジン、テノホビル併用長期治療効果。第 46回日本肝臓学会総会、山形、2010年 6月 

 

入潮佳子、今井康陽、福田和人、井倉技、澤井良之、小来田幸世、三田英治、葛下典由、永瀬寿彦、

土井喜宣、山田晃、加藤道夫、平松直樹、竹原徹郎、林紀夫：1型高ウイルス量以外の C型慢性肝

炎に対する PEG-IFNα-2a単独療法の SVRに寄与する因子の検討。第 46回日本肝臓学会総会、山形、

2010年 6月 

 

上田純子、梶原絹代、四方文子、森岡亜希子、道川綾加、立花泉、徳永尚美、渡辺真弓、岡本学、

里見絵理子：がん看護相談における現状と課題．第 15 回日本緩和医療学会学術大会、東京、2010

年 6月 

 

井上敦介、松山和代、里見絵理子、上田純子、尾池真理、上野裕之、山内一恭、本田芳久、廣常秀

人、辻仲利政、小森勝也：当院におけるフェンタニル MT パッチ 2.1mgの使用状況について．第 15

回日本緩和医療学会学術大会、東京、2010年 6月 

 

小瀬嗣子、平松直樹、薬師神崇行、望月圭、尾下正秀、萩原秀紀、三田英治、乾由明、田村信司、

吉原治正、今井康陽、加藤道夫、宮城琢也、吉田雄一、巽智秀、木曽真一、考藤達哉、笠原彰紀、

竹原徹郎、林紀夫：Peg-IFN/Ribavirin 併用療法の肝発癌抑制効果について―多施設（OLF）共同研
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荒木学、外山隆、伊藤麻里、末村茂樹、吉岡千晶、大田真紀代、末吉由佳、太田高志、長谷川裕子、

森田香織、由雄敏之、里見絵理子、中水流正一、葛下典由、三田英治：肝腫瘍破裂にて発症し、剖
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黒川三佳、平松直樹、小瀬嗣子、薬師神崇行、望月圭、土井喜宣、尾下正秀、金子晃、萩原秀紀、

三田英治、永瀬寿彦、吉原治正、今井康陽、林英二朗、石田永、巽智秀、木曽真一、考藤達哉、竹

原徹郎、林紀夫：B型慢性肝疾患に対するラミブジン投与症例における肝発癌についての検討．第

46回日本肝癌研究会、大阪、2010年 7月 

 

西山典子、宮竹英希、榎原良一、尾下正秀、土井喜宣、金子晃、三田英治、永瀬寿彦、福井弘幸、

鈴木都男、肱岡泰三、稲田正己、片山和宏、吉原治正、井上敦雄、今井康陽、薬師神崇行、平松直

樹、竹原徹郎、林紀夫：OLF関連施設における NASH肝癌および NASH関連肝癌の実態について．



第 46回日本肝癌研究会、大阪、2010年 7月 

 

由雄敏之、葛下典由、三田英治、池田昌弘：シンポジウム 3「炎症性食道・胃疾患の病態と診療の

進歩」後天性免疫不全症候群に関連した食道潰瘍の検討．日本消化器病学会近畿支部第 93回例会、

大阪、2010年 9月 

 

尾池真理、上田純子、梶原絹代、四方文子、森岡亜希子、立花泉、徳永尚美、里見絵理子、辻仲利

政：がん患者カウンセリング料算定に向けた取り組みと今後の課題．第 7回関西がんチーム医療研

究会、大阪、2010年 9月 

 

田中絵里、湯口清徳、由雄敏之、伊藤麻里、吉岡千晶、末村茂樹、荒木学、大田真紀代、長谷川裕

子、榊原祐子、里見絵理子、中水流正一、外山隆、葛下典由、三田英治、小川吉彦、富成伸次郎、

児玉良典、真能正幸：HIV感染症に関連したサイトメガロウイルス（CMV） 

胃潰瘍の 1例．第 85回日本消化器内視鏡学会近畿地方会、大阪、2010年 10月 

 

三田英治、葛下典由、田中絵里、伊藤麻里、荒木学、末村茂樹、吉岡千晶、大田真紀代、湯口清徳、

長谷川裕子、榊原祐子、由雄敏之、中水流正一、外山隆、結城暢一、加藤道夫：HCV genotype 2 型・

高ウイルス量症例に対する Peg-IFNα-2b・リバビリン併用療法の当科における成績―TaqMan法導入

以降の症例の解析―。第 14回日本肝臓学会大会、横浜、2010年 10月 

 

井上裕子、平松直樹、小瀬嗣子、薬師神崇行、望月圭、萩原秀紀、尾下正秀、三田英治、福井弘幸、

田村信司、吉原治正、林英二朗、井上敦雄、今井康陽、加藤道夫、木曽真一、考藤達哉、笠原彰紀、

竹原徹郎、林紀夫：Genotype 2 型 C 型肝炎 non-RVR 症例に対する Peg-IFN/Ribavirin 長期投与の有

用性について。第 14回日本肝臓学会大会、横浜、2010年 10月 

 

小瀬嗣子、平松直樹、薬師神崇行、望月圭、萩原秀紀、三田英治、田村信司、吉原治正、今井康陽、

林英二朗、吉田雄一、巽智秀、木曽真一、考藤達哉、笠原彰紀、竹原徹郎、林紀夫：Peg-IFN/Ribavirin

非著効例に対する再治療について―多施設（OLF）共同研究―。第 14回日本肝臓学会大会、横浜、

2010年 10月 

 

小瀬嗣子、平松直樹、薬師神崇行、望月圭、尾下正秀、三田英治、吉原治正、今井康陽、木曽真一、

考藤達哉、笠原彰紀、竹原徹郎、林紀夫：Peg-IFN/Ribavirin 併用療法の肝発癌抑制効果について―

多施設（OLF）共同研究―．第 14回日本肝臓学会大会、横浜、2010年 10月 

 

黒川三佳、平松直樹、小瀬嗣子、薬師神崇行、望月圭、飯尾禎元、土井喜宣、尾下正秀、金子晃、

萩原秀紀、三田英治、伊藤敏文、乾由明、片山和宏、吉原治正、今井康陽、林英二朗、竹原徹郎、

林紀夫：肝癌治療後 C 型肝炎に対する Peg-IFN/Ribavirin 併用療法の治療効果と肝癌再発について。

第 14回日本肝臓学会大会、横浜、2010年 10月 

 

小瀬嗣子、平松直樹、薬師神崇行、望月圭、萩原秀紀、三田英治、吉原治正、今井康陽、石田永、



考藤達哉、笠原彰紀、竹原徹郎、林紀夫：Real time PCR 法を用いた HCV-RNA測定系における C

型肝炎に対する Peg-IFN/RBV併用療法の治療効果予測。第 14回日本肝臓学会大会、横浜、2010年

10月 

 

大田真紀代、葛下典由、伊藤麻里、荒木学、末村茂樹、吉岡千晶、末吉由佳、太田高志、長谷川裕

子、巽香織、由雄敏之、里見絵理子、外山隆、中水流正一、結城暢一、三田英治：C型慢性肝炎治

療後、脾摘後重症感染症を来した 1例．第 52回日本消化器病学会大会、横浜、2010年 10月 

 

伊藤麻里、由雄敏之、荒木学、末村茂樹、吉岡千晶、大田真紀代、末吉由佳、太田高志、長谷川裕

子、森田香織、里見絵理子、外山隆、中水流正一、葛下典由、結城暢一、三田英治：後天性免疫不

全症候群に関連した特発性食道潰瘍が多剤併用抗レトロウイルス療法を行うことで軽快した 2 例。

第 52回日本消化器病学会大会、横浜、2010年 10月 

 

荒木学、中水流正一、伊藤麻里、末村茂樹、吉岡千晶、大田真紀代、末吉由佳、太田高志、長谷川

裕子、巽香織、由雄敏之、外山隆、葛下典由、三田英治：胆嚢印環細胞癌の 1 剖検例。第 52 回日

本消化器病学会大会、横浜、2010年 10月 

 

吉岡千晶、由雄敏之、伊藤麻里、荒木学、末村茂樹、大田真紀代、末吉由佳、太田高志、長谷川裕

子、巽香織、里見絵理子、中水流正一、外山隆、葛下典由、結城暢一、三田英治：当院における内

視鏡的胃瘻造設術後の早期死亡に関わる因子の検討．第 80 回日本消化器内視鏡学会総会、横浜、

2010年 10月 

 

藤谷和正、平尾素宏、黒川幸典、長谷川裕子、辻江正徳、安井昌義、大宮英泰、宮本敦史、池永雅

一、高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政：進行胃癌症例における PCS（Paclitaxel-Cisplatin-S1）

療法の feasibility study．第 48回日本癌治療学会学術集会、京都、2010年 10月 

 

長谷川裕子、藤谷和正、平尾素宏、黒川幸典、大田真紀代、湯口清徳、榊原祐子、由雄敏之、中水

流正一、外山隆、葛下典由、三田英治、辻仲利政：進行食道癌に対する NAF 療法の効果発現に影

響する因子の検討．第 48回日本癌治療学会学術集会、京都、2010年 10月 

 

田中絵里、伊藤麻里、荒木学、末村茂樹、吉岡千晶、大田真紀代、湯口清徳、長谷川裕子、榊原祐

子、由雄敏之、外山隆、葛下典由、結城暢一、三田英治：B型慢性肝疾患に対するエンテカビル治

療の早期反応良好を規定する因子について。第 38回日本肝臓学会東部会、東京、2010年 12月 

 

今中和穗、山田晃正、片山和宏、吉原治正、井上敦雄、尾下正秀、今井康陽、稲田正己、三田英治、

林英二朗、福井弘幸、肱岡泰三、飯尾禎元、平松直樹、竹原徹郎：進行肝細胞癌に対するソラフェ

ニブ療法―多施設（OLF）共同研究―．第 3 回日本肝がん分子標的治療研究会、下関、2011 年 1

月 

 

杉本彩、吉岡千晶、由雄敏之、田中絵里、伊藤麻里、荒木学、末村茂樹、大田真紀代、湯口清徳、



長谷川裕子、榊原祐子、外山隆、中水流正一、葛下典由、三田英治：著明な貧血を契機に発見され

た肛門原発悪性黒色腫の 1例．日本消化器病学会近畿支部第 94回例会、大阪、2011年 2月 

 

長谷川裕子、藤谷和正、中水流正一、三田英治、平尾素宏、辻仲利政：高齢者進行・再発胃癌に対

する化学療法の予後因子解析．第 83回日本胃癌学会総会、青森、2011年 3月 

 

伊藤麻里、由雄敏之、田中絵里、荒木学、末村茂樹、吉岡千晶、大田真紀代、湯口清徳、長谷川裕

子、榊原祐子、外山隆、中水流正一、葛下典由、三田英治、太田高志：髄膜癌腫症で発症し、多発

小腸・大腸転移を認めた胃癌の一例。第 86 回日本消化器内視鏡学会近畿地方会、京都、2011 年 3

月 
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里見絵理子：呼吸困難：マイクロティーチング．第１回大阪府緩和ケア指導者のためのスキルアッ

プ講習会、大阪、2010年 5月 

 

里見絵理子：緩和ケアチームとしてのがん性疼痛治療の支援について．国立病院機構姫路医療セン

ター緩和ケアセミナー、姫路、2010 年 6 月 

 

里見絵理子：緩和ケアチームの運営．神戸市立中央市民病院緩和ケア講演会、神戸、2010年 7月 

 

里見絵理子：オピオイドを開始するとき．淀川キリスト教病院緩和ケア研修会、大阪、2010 年 8

月 

 

結城暢一： 医師臨床研修の現状と問題点。大阪大学指導医講習会、大阪、2010年 9月 

 

里見絵理子：がん性疼痛治療とチーム医療．社会医療法人慈泉会相澤病院緩和医療講演会、松本、

2010年 9月 

 

里見絵理子：緩和ケアについて．大阪歯科大学医療安全講演会、大阪、2010年 9月 

 

里見絵理子：教育技法．厚生労働省委託事業日本緩和医療学会緩和ケア基本教育のための指導者講

習会、大阪、2010年 9月 

 

里見絵理子：がん疼痛の評価と治療．大阪警察病院緩和ケア研修会、大阪、2010年 9月 

 

里見絵理子：がん疼痛の評価と治療．日生病院緩和ケア研修会、大阪、2010年 10月 

 

里見絵理子：緩和ケアチームの立ち上げ方．国立がん研究センター主催 緩和ケアチーム研修会、

大阪、2010年 10月 

 



里見絵理子：教育の実践「グループ分けの方法」．厚生労働省委託事業日本緩和医療学会緩和ケア

基本教育のための指導者講習会、船橋、2010年 11月 

 

里見絵理子：オピオイドを開始するとき：運営方法．第 2回大阪府緩和ケア指導者のためのスキル

アップ講習会、大阪、2010年 12月 

 

里見絵理子：オピオイドを開始するとき．厚生労働省委託事業日本緩和医療学会緩和ケア教育のた

めの指導者講習会、船橋、2011年 1月 

 

結城暢一： 医師臨床研修制度改正について。大阪医科大学指導医講習会、大阪、2011年 2月 

 

結城暢一： 医師臨床研修制度の運用上の留意点。近畿臨床研修病院担当者会議、大阪、2011年 3

月 

 

結城暢一： 医学生のための医師臨床研修制度の概説。厚生労働省近畿臨床研修病院説明会、大阪、

2011年 3月 

 

里見絵理子：緩和ケアチーム紹介・アイスブレーキング．第 2回大阪府緩和ケアチーム研修会、大

阪、2011年 3月 
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三田英治：e－カンパニ TV．「C型肝炎」ABCテレビ、2010年 8月 22日 

 

三田英治：サンデー・ドクター．「肝炎 1～沈黙の臓器を冒すウイルス～」読売テレビ、2011 年 1

月 9日 

 

三田英治：サンデー・ドクター．「肝炎 2～沈黙の臓器を冒すウイルス～」読売テレビ、2011 年 1

月 16日 

 

 


